
様式２－１ ［継続事業分］ １／３

平成２６年度事業別評価調書（チェックリスト）

整理番号 １ ２ ４ 事業名 交付金事業（河川） 補助 地 区 名 二級河川 新田川 関 係 南相馬市 担当部（局） 土木部 河川整備課
にい だ がわ

（前回評価時：広域基幹河川改修事業） 単独 (事業箇所名) 市町村名 課名

評価の対象となる理由 第1項第4号：評価実施から5年を経過し継続中の事業 前回（平成21 委員会からの提言：事業継続 県の対応方針：事業継続
年度）評価時 付帯意見：なし

事業根拠法・要綱等の名称 河川法第10条、河川法第79条 の対応方針

［事業目的及び全体計画］ ［事業に関する社会経済情勢］（特記すべき事項）
（１）事業目的 （１）現在の状況

昭和23年の台風をはじめ、度重なる洪水により多大な浸水被害が発生しているため、河積 事 流域内の開発により市街化が進み、沿川に人家が密集していることから、台風や豪雨による浸
事 の拡大を行い、沿川の人家等への浸水被害の防止を図る。 水被害を防止するため、河川改修の必要性は依然として高い。

（２）全体計画 業 （２）変化の有無 有・無
延長：L=16,785m

業 工種：掘削工、築堤工、護岸工等 （３）変化の内容
[ ]は、当初計画時 を
< >は、H21評価時 （４）地域の協力体制等

の 事業推進に対して協力的であり、地域住民の河川に対する関心は高く、協力体制も整っている。
事業の採択年度 S28 完成目標年度 [H20] 用地着手年度 S29 工事着手年度 S29 巡

<H27>
H31 ［事業に関連する評価指標等］

概 る （１）主要な評価指標の変化
事 全体事業費 これまでの これまでの年度別投資実績(26年度は見込額である。) 過去の被害状況
業 投資事業費 左の財源内訳又
費 (うち用地費) 合 計 は負担割合 ～23年度 24年度 25年度 26年度 社

要 （
[9,050] 国 1/2百

万 9,700 7,085 県 1/2 7,036 30 19 32 会
円 市町村

(2,128) (1,577) その他 (1,577) (0) (0) (0)）
経

進捗率 事業費ベース 73.0％ 用地費ベース 74.1％ 改修済延長km（％） 13.2(78.6%)

［整備の状況］ 済
新田川本川は、栢の木堰、市道橋(以下、庚塚橋)及び支川水無川合流部を除き概成している。ま *(S23.9、S28.9)観測記録無し

事 た、支川境堀川については、改修済みであり、支川水無川については、河床掘削等を除き概ね改修
済みとなっている。支川笹部川については、市街地の河川付替(放水路)を実施し、上流部を除き改 情

業 修済みとなっている。今後は、新田川本川の庚塚橋と栢の木堰の改築を進める。 （２）その他特記すべき事項
特になし。

の ［事業実施上の課題や問題点、今後の事業見通し］ 勢
新田川本川の栢の木堰の改築において、水利権の行政手続き等の調整に時間を要していたが、利

進 水関係者との合意形成が図られたことから、事業を促進する見込みが立ったため、今後は、新田川 [環境への影響等]
本川の栢の木堰の改築、庚塚橋及び支川水無川の河床掘削等の未整備区間の改修を計画的に推進し 等 希少野生動植物の情報に基づく対応 実施 ・ 未実施（ ）

捗 平成31年の完成を目指す。

状 ［関連事業の進捗状況］ の
市道改良事業（南相馬市）L=600m(H17～H31) （１）環境への影響内容とその対策

況 河川水位が低い時期でも魚が生息できるように、みお筋を確保するなど、生態系に配慮した多
みなし進捗率=(B)/(A)=80.2%>70% 投資済事業費（B）=7,085（百万円） 変 自然川づくりを推進する。

みなし事業費（A)＝ 全体事業費9,700(百万円）× 61年 =8,831（百万円）
全体工期67年 経過年数 化 （２）その他特記すべき事項

特になし。

評 価 Ａ、 Ｂ、 Ｃ 評 価 Ａ、 Ｂ、 Ｃ

年　月 原因 浸水戸数（戸） 浸水面積（ha） 最大日雨量（mm）

（最大時間雨量）

S23.9 アイオン台風 398 891.0 101(*)

S28.9 豪雨 67 99.2 64(*)

S61.8 台風１０号 149 214.7 229(23)

H1.8 台風１３号 314 718.6 99(29)
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様式２－２ ［継続事業分］ ２／３

平成２６年度事業別評価調書（チェックリスト）

【地元住民・受益対象者の意向】 計 【計画変更の必要性】
(1) 事業採択時の状況 画 (1) 必要性の有無 有 ・ 無

昭和23年、平成元年の台風で浸水被害が発生したことから、早急な治水対策の実施が望まれ 変
地 ていた。 更 (2) 計画変更の理由及び内容
元 の
住 必
民 要
・ (2) 評価実施時の状況 性
受 改修済み区間では浸水被害の軽減が図られているが、未整備区間では依然として河積狭小な ・
益 区間が残っていることから、台風や豪雨による浸水被害を防止するため、未整備区間の早期完 コ
対 成を強く望んでいる。 ス
象 ト
者 縮 【代替案立案の可能性】 【コスト縮減の取組等（特記すべき事項）】
及 減
び や なし ・近隣他工事への発生土流用を積極的に進めてい
関 【関係機関・団体の意向】 代 る。
係 (1) 事業採択時の状況 替 ・護岸裏込め採石等への再生骨材利用を積極的に
機 地元（南相馬市：旧原町市）から、早急な治水対策の実施が望まれていた。 案 進めている。
関 立
の 案
意 等
向 の

可
(2) 評価実施時の状況 能

改修済み区間では、浸水被害の軽減が図られているが、未整備区間では依然として河積狭小 性
な区間が残っていることから、台風や豪雨による浸水被害を防止するため、未整備区間の早期
完成を強く望んでいる。 評 価 Ａ、 Ｂ、 Ｃ

【総合評価と対応方針案】
評 価 Ａ、 Ｂ、 Ｃ (1) 総合評価

【費用対効果分析等】 改修済み区間においては、浸水被害の軽減が図られているが、未整備区間においては、依然
(1) 手 法 として河積狭小な区間が残っていることから、台風や豪雨による浸水被害を防止するため、今

「治水経済調査マニュアル（案）」（平成17年国土交通省河川局通知）に基づき、洪水シミュレー 総 後も計画的に整備を進める必要がある。
ションにより算出した、想定氾濫区域における資産等の被害額から事業を実施したことによる被
害軽減額を算出し、その便益と治水施設の完成に要する今後の事業費及び維持管理費により、効
果分析を行う。 (2) 対応方針及び今後の事業の進め方

費
用 (2) 費用対効果の変化 合
対 ［前 回 評 価 時］ ［今 回 評 価 時］ 対応方針案 事業継続
効
果 938,099+ 321百万円 938,420 1,142,443+334百万円 1,142,777
分 B/C＝ ＝ ＝47.73 B/C= ＝ ＝47.24(≧1.00）
析 17,506+2,153百万円 19,659 21,526+2,662百万円 24,188 評 今後の事業 計画的な投資により、事業を推進する。
等 の進め方
の B：河川事業における総便益（氾濫防止便益＋残存価値の合計）
要 C：河川事業に要する総費用（河川改修に要する事業費＋河川維持管理に要する費用の合計）
因 (3) 事業見直し継続、休止、中止する場合の対応
の 【費用の変化等で特記すべき事項】 価
変 総費用額が前回評価時と異なる理由としては、年度投資計画の見直しに伴う割引率の変更により、
化 事業費及び維持管理費が変更となったため。

【需要効果の変化等で特記すべき事項】
総便益額が前回評価時と異なる理由としては、資産価値の見直しや年度投資額の見直しに伴う割

引率の変更により、氾濫防止便益が変更となったため。
評 価 Ａ、 Ｂ、 Ｃ
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様式２－３ ［継続事業分］ ３／３

平成２６年度事業別評価調書（チェックリスト）

［位置図］及び［事業概要図］
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（別紙）

費 用 対 効 果 分 析

交付金事業（河川） 二級河川 新田川

効果（便益）Ｂ Ｂ① ＋ Ｂ②
＝

費 用 Ｃ Ｃ① ＋ Ｃ②

［費用項目］
Ｃ①：治水施設完成に要する事業費（施設の建設費、用地費、補償費）
Ｃ②：評価対象期間内での維持管理費

［効果項目］
Ｂ①：氾濫防止便益

・河川改修により氾濫によって生じる被害（家屋や土地、農作物、公共土木施設および氾濫によって間接的に生じる営業停止などの被害額）
Ｂ②：評価期間末における施設の残存価値

［考え方］
・現在（平成25年度）を基準年度として工事期間と完成後50年間に生じる効果額、費用を算出し比較する。
・維持補修費は、各年事業毎の0.5%を維持管理費として事業完了後の50年分まで毎年見込み、これを割引率により現在価値化して計上している。
・便益は、整備された箇所から事業費に相当する便益が順次発生するものとし、さらに河川事業の耐用年数から事業完了の50年間発生する便益を
割引率により現在価値化して計上する。

計算例
1,142,443百万円＋ 334百万円

＝ 47.24
21,526百万円＋2,662百万円
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